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NEAs の赤外線・光学観測

Infrared and Optical Observations of NEAs
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赤外線、光学、レーダーといった様々な波長による観測と理論から導かれるモデルを組み合わせることで小惑

星の物理的性質を得ることができる。そのような研究の中で小惑星のモデルとして、標準熱モデル(STM)がよく知

られている(Lebofsky et al.,1986)。我々のターゲットは特異な軌道をもつ地球接近小惑星(NEA)である。メイン

ベルト小惑星に比べサイズが小さく、不規則な表面をもち、表面を覆うレゴリスも少ない(Tdesco,1992)。STM は

メインベルト小惑星の直径やアルベドをうまく表現できるが、NEA については適用できない。代わりに NEA につい

ては、STM を改良した地球接近小惑星熱モデル(NEATM)を使用する(Harris, 1998)。

我々は赤外線観測および光学観測から小惑星のいくつかの特徴を調査する。赤外線天文衛星 ASTRO-F は、宇宙

科学研究所(ISAS)によって2004年冬期に打ち上げが予定されている。ASTRO-Fの主な目標のひとつはFar-Infrared

Surveyor(FIS)を使用した全天サーベイである。その観測波長域は 50-75, 50-110, 110-200, 150-200um の 4 バン

ドである。限界等級が Vバンドで 20等級とすると、140 個の NEAs が全天サーベイの最初の約 6か月の間に観測可

能である(Yoshikawa et al., 2003)。このうち約 100 個はこのような波長で観測したデータはない。

さらに、地上の光学望遠鏡によって同じ天体を観測することを計画している。この観測には美星スペースガー

ドセンターにある口径 1m の天体望遠鏡を使用する。等級の変化を観測するライトカーブから自転周期やおおまか

な表面の情報を得られる。一方、geometric albedo の観測は V-バンドフィルタ(ピーク波長~517um)を使用して可

能である。これらの観測結果からより詳細な熱物理モデルへの適用ができると考えている。

我々は赤外線観測と光学観測および小惑星熱モデルから、NEAs の熱慣性を推定できる。この熱慣性は他の要素

に比べ軌道の進化に大きな影響があると推測されている。よって NEAs の起源や小惑星衝突について解明するため

の有用な情報となる。


